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老
い
の
手
に
て
清
き
一
票

大野市議選白熱のうちに終り

市の基盤此處に成る
築えある議会運螢の三十名

大
野
市
々
議
会
議
員

◆
大
野
地
瓦
」
（
七
名
）

山
本
武

川
崎
港

土
田
信
平

四
方
憲
二

近
藤
叉
右
衛
門

加
藤
哲
次
郎

砂
子
貞
吉

◆
下
庄
地
瓦
」
（
五
名
）

筒
井
金
作

面
屋
重
雄

松
本
甚
蔵

石
田
政
治

明
石
甚
兵
衛

◆
乾
側
地
咳
」
（
二
名
）

　

西
川
文
右
衛
門

　

井
野
鄙
裕

◆
上
庄
地
瓦
」
（
五
名
）

　

白
崎
吉
二

　

土
城
甫

　

松
田
操

　

兼
＃
1
左
衛
門

　

杉
川
Ξ
助

◆
富
田
地
瓦
」
（
四
名
）

　

大
数
原
政
治

　

紳
田
一
築

　
　

南
正
雄

　
　

岸
本
痙
也

◆
阪
谷
地
区
（
Ξ
名
）

　
　

萄
津
忠
右
衛
門

　
　

山
川
普

　
　

原
傭
男

◆
五
箇
地
区
（
二
名
）

　
　

森
嶋
開
造

　
　

安
川
清

◆
小
山
地
区
（
二
名
）

　
　

松
田
確
太
郎

　
　

土
屋
築

市
民
の
政
治
関
心
最
高
調

投
票
率
九
一
・
二
八
％

大
野
市
議
会
議
員
選
挙
結
果
調

合
計

小
山

五
箇

阪
谷

富
田

上
皮

泥
側

下
庄

大
野
迦
拳
区

合
計 女 男 訓 女 男 詮 女 男 計 女 男

計 女 男 計 女 男 計 女 男 訓 女 男
旧
女 男

性
別

函
、
八
六
五

Ξ
、
一
石

三
芒
一
、
后
一

函
四
匹
七
七
三

一
見
六

一
丿
洒

ニ
、
宅
一

一
、
蚤
ハ

一
、
呂
五

コ
ハ
発

一
、
四
こ

一
、
尺
ふ

一
乙
、
児
六

一
、
宛
八

一
、
児
八

八
萱
四
が
ー

四
一
石

一
コ
八
八
七

一
、
を
瓦

一
、
翌
八

り
な
五

五
、
四
七
八

四
’
S
U
i
’
？

選
挙
人
名

糖
登
載
欽
一

函
、
五
八
七

亘
、
亘

二
、
宣

一
．
兄
八
三

温
一
五
豆
召
1

一
混
一

一
屁
四

一
一
、
混
四

一
、
9
凡

宛
五

一
回
ハ
合

一
、
筧

一
一
石
一

一
言
六
六

一
、
九
八
七

一
、
七
昆

八
白
四
四
一

四
一
八

一
j
パ
タ
ー

一
、
な
ー

一
、
芭

九
、
翌
五

五
、
一
心
五

四
、
呉

当
日
の

有
権
者
数

己
、
四
翌

一
一
、
一
八
さ
ー

九
、
竺

無
投
票

　
　
　
　
一
八
七
一 混
一

　
　
　
　
　
一
函
っ

一
一
ヽ
を
四
一
、
呂
三
九
〔
）
七

一
一
、
Ξ
八
八

一
、
一
石

一
、
穴
一

三
、
巴
八
三

一
、
八
百

一
、
言
一

八
百
四
Ξ
ハ

一
尺
四

弐
四
日
一

一
、
八
一
Ξ

一
、
否

八
、
八
一
尺

四
、
合
一

三
、
き
五

投
票
者
数

一
一
、
混
一

き
一
三

一
、
一
石

一
函
一
己
一
四

一
四
四
悲
ハ
八
八

三
四
二
一
一

一
日
一
一

一
8
ニ

亘
六

一
六
六
苫 一ヱ
ハ

一
函

三
元
一
元
一
回
九
一
七

四
S
l
l

四
望

棄
権
者
数

を
・
尺

を
・
一
八
っ

八
九
・
七
六

な
・
一
八

冷
・
否

た
ハ
・
図

を
・
た

会
・
七
一

九
一
・
一
六

八
八
・
元

を
・
発

八
四
・
一
石

を
・
な

貨
こ
ー

き
・
六
七

を
・
Ξ

を
・
一
心

白
人
七

を
・
一
8

萱
・
一
応

九
一
・
八
六

き
・
六
〔
〕

を
・
七
八

発
・
一
六

投
票
率

三
一
岳

一
八
召

一
、
き
一
一
一

言
洒

一
代
四
函

八
百

汽
一
応
六

八
’
m

有
効
投
票

児 一 七
一
一 九 四 七

四
四

無
効
投
票

市
辞
令

松
田
庄
一

大
野
市
参
事
に
任
じ
富
田
支
所
長
を
命

ず
る

　

昭
和
三
十
年
一
月
二
十
五
日
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伐探の許可申請及び

　

届出をするには？
森
林
資

培
養
と
森
登
諏

力
の
増
進
を
図
り

も
っ
て
国
土
の
保

全
－
K
j
経
済
の
発
展

と
に
資
す
る
か
目

的
と
し
て
省
令
に

依
り
森
林
基
本
計

画
か
樹
ダ
し
こ
れ

に
従
っ
て
都
道
府

県
知
事
は
森
林
区

施
業
計
画
及
び
実

施
計
削
を
偏
成
し

森
林
生
産
の
保
続
を
図
る
も
の
で
あ
る

が
、
原
則
と
し
て
た
に
掲
げ
る
事
頃
を

旨
と
し
て
、
努
め
て
心
翼
的
な
森
林
施

業
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

（
イ
）
幼
齢
林
を
皆
伐
し
な
い
こ
と

　

（
ロ
）
幼
齢
林
に
つ
い
て
は
育
林
上
必

　

要
な
周
期
的
間
伐
を
T
る
こ
と

　

（
ハ
）
皆
伐
し
た
伐
採
跡
地
に
は
伐
採

　

後
二
年
以
内
に
造
林
す
る
こ
と

　

（
ニ
）
急
傾
斜
地
に
お
け
る
森
林
を
皆

　

伐
し
な
い
こ
と
森
林
基
本
計
画
及
び

森
林
区
実
施
計
画
は
五
年
毎
に
定
や
り

れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
森
林
施
業
者
は

］
母
年
伐
採
し
よ
う
と
す
る
森
林
高
木
に

つ
い
て
都
道
府
県
知
事
宛
に
伐
採
届
書

及
び
伐
採
許
司
申
請
書
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
普
通
林
の
高
木
で
森

林
法
第
七
条
第
四
項
第
四
号
の
規
定
に

よ
る
適
正
伐
期
齢
級
以
上
の
齢
級
（
針

葉
樹
四
十
五
年
生
以
上
、
広
葉
樹
二
十

五
年
生
以
上
）
に
属
す
る
も
の
を
伐
採

し
よ
う
と
す
る
時
は
、
伐
採
の
日
の
六

十
日
前
ま
で
に
都
道
府
県
知
事
に
国
書

を
提
出
す
る
。

制
限
林
及
茫
茫
伐
期
齢
級
以
ド
の
高

木
の
伐
採
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
知

事
の
許
司
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

伐
鐸
笥
請
書
の
提
出
期
限
ぱ
タ
年
度

分
を
森
林
区
実
尉
訂
画
の
公
表
留
年

一
月
二
十
五
日
）
の
あ
つ
た
曰
よ
り
三

十
日
以
内
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
但
し
伐
採
の
許
司
申
諸
の
数
量
が

許
容
限
度
に
達
し
な
い
場
合
に
は
。
其

の
差
額
全
八
月
一
日
に
公
表
し
て
更
に

許
可
申
請
を
受
付
け
る
。

森
林
計
画
樹
立
・
の
日
限
は
大
体
次
の
通

り
で
あ
る
。

　

九
月
一
日
森
林
基
木
計
圈
決
定

　

十
月
一
日
森
林
区
施
業
計
画
案
の

　
　
　
　
　

公
表

　

十
月
三
十
一
日
利
害
関
係
人
の
意

　
　
　
　
　

見
書
提
出

十
一
月
三
十
日
森
林
区
施
業
計
測
の

　
　
　
　
　

決
定

十
一
月
三
十
日
森
林
区
実
施
計
画
案

　
　
　
　
　

の
公
表

十
二
月
三
十
日
利
害
関
係
人
の
意
見

　
　
　
　
　

書
提
出

一
月
二
十
五
日
森
林
区
実
施
計
画
の

　
　
　
　
　

決
定
公
表

モ
の
他
例
外
と
し
て
左
に
掲
げ
る
も
の

ば
許
可
及
び
届
出
を
必
要
と
し
な
い
。

一
、
特
用
林
及
び
自
家
用
林
を
伐
採
す

　

る
と
き

一
、
風
例
木
枯
割
木
等
を
伐
採
す
る
と

　

き
一
、
法
令
叉
は
法
令
に
基
づ
く
処
分
に

　

よ
り
伐
採
す
る
ｙ
き

今
年
も
無
事
に

　
　
　

市
消
防
團
の
出
初
式

市
消
防
団
の
出
初
式
は
去
る
一
月
六
日
挙
行
、
折
か
ら
の
吹
雪
も
何
の
モ
の

今
年
も
無
火
災
で
あ
れ
か
し
と
祈
る
八
百
五
十
余
名
団
0
の
祈
願
祭
の
風
景

火
災
の
茸
防
と

　

市
内
除
雲
に
付
て

各
地
に
大
火
災
が
発
生
し
て
居
り
ま
す

の
で
、
火
の
元
に
は
特
に
注
意
致
し
ま

し
よ
う
。

降
雪
も
今
後
た
い
し
た
事
が
な
い
ｙ
思

わ
れ
ま
す
が
、
恐
し
い
火
災
に
備
え
て

次
の
要
領
で
道
路
の
除
雪
か
蛍
へ
施
し
て

下
さ
い
。

一
、
g
町
内
毎
に
幹
線
道
路
は
消
防
自

　

動
車
が
通
れ
る
様
に
道
幅
三
米
の
地

　

肌
か
出
す
程
度
に
除
雪
し
て
下
さ
い

二
、
幹
線
以
外
の
道
路
も
手
引
ポ
ン
プ

　

が
通
れ
る
様
に
除
雪
ず
る
か
、
叉
は

　

消
防
活
動
に
支
障
の
な
い
様
道
幅
を

　

拡
げ
て
下
さ
い
。

三
、
除
雪
の
際
は
用
水
路
に
一
度
に
投

　

げ
込
ん
で
流
水
を
妨
げ
な
い
様
に
し

　

て
徐
L
″
に
消
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

大
野
市
役
所

　
　
　
　
　
　

大
野
市
消
防
団

　
　
　
　
　
　

大
野
B
U
B

衛
生
メ
モ

不
断
の
備
え
で
病
魔
を

防
ぎ
唸
し
よ
う

成
長
し
た
恩
「

お
子
供
さ
ん
が
ジ

フ
テ
リ
ア
、
種
痘

腸
パ
ラ
等
各
種
の

予
防
援
種
に
苦
し

め
ら
れ
る
の
で
珂

哀
そ
っ
だ
か
ら
と

思
っ
て
注
射
を
た

め
ら
っ
て
お
ら
れ

る
方
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

木
当
の
正
し
い
愛

の
も
と
に
可
愛
い

子
供
さ
ん
な
ら
ば

進
ん
で
受
け
ま
し

よ
う
。

ぶ
断
に
各
種
の
措
置
か
講
じ
て

置
け
ば
事
あ
る
時
に
は
安
心
し

て
い
ら
れ
ま
す
。

市
の
衛
生
係
で
ば
該
当
者
ぱ
勿

論
の
事
、
一
八
し
万
一
に
で
も
洩

れ
て
居
る
方
が
あ
つ
た
ら
ど
し

ど
し
尋
ね
て
受
け
て
下
さ
る
よ

う
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

昭
和
二
十
九
年
産
米
供
出
完
遂
優
良
部
落
及
び

慶
良
農
家
が
左
の
と
お
り
決
定
致
し
ま
し
た

一
、
曖
良
部
落

太
田
上
篠
座

二
三
一
、
〇

八
七
石
六

供
出
割
当

三
八
四
、
〇

一
一
六
石
八

供
出
実
績

雨
山
武
蔵

松
谷
正

代
表
者

桔
ヶ
島

森
目
酉
山
上
黒
谷

矢

三
五
四
、
八

Ξ
四
〇
、
〇

五
五
八
，
一

三
五
＝
、
六

四
三
一
、
八

五
七
四
、
八

四
こ
○
、
○

八
Ξ
Ξ
，
七

四
一
一
、
一
一

七
〇
九
、
Ξ

山
利
仙
雄

松
田
長
栄

杉
μ
Ξ
蹴

小
山
進
一

松
田
宗
一

一
1
逼
良
吸
家

．
．
面
．
瀬
清

瓦
完
敗
区

高
田
誠

耽
吋
大
四
郎

ダ
田
忠

下
埼
吉
芯

阪
谷
地
区

椙
田
茜
平

南
正
組

彬
長
右
衛
門

座
畝
薫

恥
下
1
五
郎

辰
罰
倍
巴

眼
田
栄

富
田
随
区

水
元
健
大

田
村
外

安
川
敢
栄

羽
生
庵

昭
田
雪
森

山
内
源
四
郎

山
内
定
一

南
向
霜

松
田
甚
五
郎

上
庄
賎
χ

流
水
忠
雄

大
谷
市
限

氷
上
与
昨

土
ほ
久
左
衛
門

田
中
健
川

小
山
地
区

佐
々
木
甚
太
夫

北
坦
弘

川
喘
栄

南
部
小
右
衛
門

乾
側
地
区

酉
田
隔
次
郎

朝
日
一
電

宝
居
信
一

大
久
保
郎
兵
衛

島
円
三
叱

石
田
治
郎
兵
衛

宮
沢
西
兵
衛

島
田
庄
助

下
庄
地
区

諸
島
清
一

金
子
正
岸

　
　
l
j
i
l
l
ｓ
｀
j
よ
s
が
ｄ
大
野
地
区

、
四

こ
、
六

こ
ー
、
八

こ
、
六
九
ゴ
ー

｝
九
、
八

｝
四
、
四

二
、
〇

一
一
、
八

只
二

一
三
、
〇

一
価
、
四

｝
七
、
八

一
一
、
応

一
一
，
ふ
」

一
六
、
七
　
Ｓ
ー

一
五
、
八

二
四
、
二

二
五
、
三

一
二
『
玉

一
八
、
一
　
ー
ー
ー
ぁ

六
、
八

六
、
五

二
〇
、
〇

一
八
、
八

二
方
、
Ξ

一
六
、
Ξ

1
三
．
八

一
回
六

一
〇
、
四

二
三
、
二

四
四
、
八

一
一
、
八

一
こ
、
六

一
一
、
〇

　
　
！
／
’
r
3
T
一
J
／
Ｆ

一
六
、
三

一
一
、
こ

一
八
，
Ｃ

一
九
石
二

供
出
割
当

、
八
ま

こ
五
ゴ
ー

三
一
、
二

三
方
、
Ｃ

一
九
，
Ｚ

l
j
―
ａ
４

一
・
I
n
四

一
（
に
）
，
C

一
七
、
ニ

一
八
、
四

一
九
、
二

一
〇
．
Ｃ

一
七
，
二

一
Ｃ
、
八

一
I
n
匹

三
戸
匹
　
ー
ー
ー
ー

一
八
、
○

l
i
ー
i
ー

一
一
四
，
Ｃ

＝
芦
，
四

一
力
、
六

一
声
，
刃
　ー
ー

一
一
八
、
八

ｓ
｀
χ
４
Ｋ

一
六
、
四

一
〇
、
八

一
六
、
〇

一
八
、
四

＝
四
，
八
ま

ー
ー

＝
Ξ
、
四

一
五
、
六

二
八
、
四

一
回
八
八

匹
0
，
Ｃ

五
四
、
八

三
二
、
〇

四
七
、
六

四
四
、
四

一
八
、
Ｃ

こ
四
、
四

一
四
、
四

Ξ
一
・
I
n

一
一
八
Ｃ

供
出
実
績

表
彰
式
は
三
月
上
旬
の
予
定



『
市
長
と
語
る
座
談
会
』

　
　
　

各
項
に
亘
り
善
処
を
約
す

昨
十
二
月
二
十
九
日
缶
竺
時
よ
a
疆
協
大
野
支
所
階
上
に
於
て
、
大
野
市
農

政
研
9
会
主
催
の
も
と
市
長
を
囲
む
座
談
命
忽
i
。

市
側
よ
り
斎
藤
市
長

池
田
助
役
、
松
田
農

務
誤
長
が
出
席
、
田

園
都
市
建
設
の
た
め

の
力
強
い
要
望
の
も

と
に
和
気
あ
い
あ
い

の
裡
に
そ
れ
ぞ
れ
善

処
す
る
旨
の
答
辨
が

あ
っ
て
閉
会
し
た
。

　
　

記

◆
要
望
事
項

一
、
土
地
改
良
事
業

　

の
推
進
と
助
成

二
、
保
温
侭
衷
苗
代

　

並
び
に
耕
種
技
術

改
雲
屁
に
対
す
る
助
成

三
、
病
虫
害
防
除
紘

　

制
の
確
守
（
薬
剤

　

ｙ
機
具
助
成
）

四
、
畜
産
振
興
対
策

　

を
強
方
に
推
進

五
、
農
業
教
育
の
普

　

及
m
m
図
る

　

（
農
業
高
校
の
男
備

と
農
業
研
究
関
係
の

育
成
）

　

好
打
ぼ
れ
‥
会
場
入

日
、
下
座
談
風
景
）

昭
和
二
十
九
年
米
作
り
調
べ

　

昭
和
二
十
九
年
度
大
野
市
第
一
回
米
作
多
収
穫
競
技
会
に
於
い
て
第
一
次
生
育
審
査
、
第
二
次
坪
刈
審
査
と
し
、
倚
最
後
に

昭
和
三
十
年
一
月
十
八
日
当
協
議
室
に
於
い
て
多
数
の
出
品
点
よ
り
厳
密
な
審
査
の
結
果
次
の
八
点
が
入
賞
致
し
ま
し
た
。

　

侭
昭
和
三
十
年
度
に
於
い
て
も
引
続
い
て
多
数
の
出
品
者
あ
る
様
願
い
度
い
。

昭
和
二
十
九
年
度
米
作
多
収
穫
競
技
会
審
査
結
果

″
一
ｆ

努
力
賞

か が が
三
等
賞

二
等
賞

一
等
賞

等
級

宮
村
長
兵
衛

佐
々
木
佩
洽

竹
内
武

木
下
紋
四
郎

山
村
市
太
郎

田
中
吉
右
衛
門

久
保
信
夫

広
瀬
三
五
郎

出
品
者

蕨
生
右
近
次
郎

酉
大
月

友
江
上
野
飯
降
領
家
下
唯
野

住
田

新
六
号

農
林
」
」
Ξ
号

山
陰
一
七
号

越
南
六
号

新
内
号

農
林
一
号

農
林
三
〇
号

越
南
六
号

品
雅

七
一
‘
一
・
五
株

莞
・
七
株

六
一
・
七
棟

五
八
・
四
株

六
七
・
心
株

洒
・
。
株

さ
一
・
｝
一
株

翌
・
こ
株

｝
坪
棟
数

一
一
、
芒
が

i
一
、
き
が

一
｝
一
、
一
四
が

一
一
、
き
″

一
一
、
六
六
が

一
一
一
、
混
升

一
坪
容
量

六
一
Ξ
々

六
昌
が

六
八
｛
）
″

六
八
四
が

七
一
？

r
s
＜
：
i
i
i
≪
i

七
昌
″

七
翌
匁

一
坪
重
量

豆
ｙ

一
一
否
々

一
三
一
7

一
回
で

一
Ξ
五
が

后
五
が

壬
一
に
匁

一
升
重
量

昆
λ
″

芸
一
7
忿

兵
乙
が

i
i
i
r
s
≫
t
i
＾

Ξ
ハ
ふ
が

一
笑
｝
八
″

叉
・
八
″

召
・
八
斗

反
当
収
量

米
作
多
収
穫
競
技
会
総
出
品
点
数
八
〇
点
右
入
賞
点
数
八
点

皆
様
御
存
じ
で
す
か
？

　
　
　

写
真
公
報
‐
‥
‥

既
に
市
民
の
皆
様
は
御
承
知
の
事
と
は

思
い
ま
す
が
、
市
の
広
報
で
は
新
し
い

こ
こ
ろ
み
と
し
て
、
皆
様
に
最
も
身
近

い
市
の
ニ
ュ
ー
ス
を
知
っ
て
戴
く
た
め

に
と
思
い
、
写
真
公
報
奮
沁
束
よ

り
始
め
ま
し
た
。

仕
事
の
余
暇
に
或
は
叉
附
近
へ
御
ｗ
一
寄

り
の
っ
い
で
に
写
高
広
報
を
御
覧
に
な

ら
れ
て
、
市
が
今
ど
の
よ
ｙ
つ
に
育
ち
叉

発
展
し
て
い
る
か
を
、
一
枚
の
写
真
を

通
じ
て
知
っ
て
戴
き
た
い
と
存
じ
ま
す

あ
ら
ゆ
る
機
会
に
一
巾
の
育
ち
行
く
歩
み

に
少
し
で
も
多
く
接
し
て
、
明
る
い
大

野
市
建
設
に
御
協
力
下
さ
い
ま
す
様
切

に
御
願
い
し
ま
す
。

　

尚
掲
ボ
額
は
大
野
市
専
門
ま
会
の
方

　

λ
の
御
厚
意
に
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
も

　

の
で
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

掲
ボ
場
所
は
次
の
通
り
で
す

一
、
本
庁
前
二
、
分
室
前
三
、
七

間
柳
屋
四
、
大
野
交
通
五
、
三
番

駅
六
、
県
バ
ズ
七
、
春
日
町
横
田

さ
ん
ぱ
つ
店
八
、
公
民
舘

九
、
下
庄
支
所
一
〇
、
上
庄
支
所

一
一
、
乾
側
支
所
一
二
、
小
山
支
所

一
三
、
五
箇
支
所
一
四
、
阪
谷
支
所

一
五
、
冨
田
支
所

　

（
写
真
は
広
報
写
瓦
版
の
一
例
）

大
高
定
時
制
生
徒
募
集

　

中
学
校
を
卒
業
し
て
、
高
等
学
校
へ

進
み
た
い
と
考
え
る
の
は
人
情
と
し
で

当
然
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
だ
が
家
庭
の

事
情
そ
の
他
で
進
学
出
来
な
い
諸
君
が

非
常
に
沢
山
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
勉
強
し
た
い
気
持
を
持
ち
な
が

ら
、
学
校
へ
行
け
な
い
人
達
に
、
モ
の

機
会
を
つ
く
つ
て
あ
げ
よ
う
と
し
て
始

め
ら
れ
た
の
が
、
こ
の
定
時
制
で
あ
り

ま
す
。

　

要
す
る
に
、
こ
れ
は
教
育
の
機
会
均

等
と
い
う
こ
と
を
実
地
に
お
し
進
め
る

為
の
制
度
で
、
こ
の
制
度
が
勤
労
青
年

諸
君
に
よ
り
利
用
さ
れ
て
、
初
め
て
意

m
持
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

定
時
制
蹊
程
で
は
、
学
習
す
る
教
科

内
容
も
、
単
位
靫
も
、
ま
た
卒
業
資
格

も
全
日
制
（
昼
間
）
高
校
と
全
く
同
一

で
あ
り
ま
す
。
た
だ
授
業
が
夜
間
に
行

わ
れ
、
従
っ
て
時
間
数
が
少
い
関
係
上

修
業
年
限
が
全
日
制
よ
り
一
年
長
く
、

四
年
で
あ
る
こ
と
が
た
だ
一
つ
の
相
違

で
あ
り
ま
す
。
学
費
は
月
二
六
〇
円
程

で
、
全
日
制
の
三
分
の
一
程
度
で
あ
り

ま
す
。
将
来
ど
の
様
な
方
面
で
身
を
た

て
て
生
活
す
る
と
し
て
も
、
高
等
学
校

卒
業
程
度
の
教
養
は
そ
の
職
業
の
基
礎

と
し
て
、
是
非
身
に
付
け
て
お
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
有
る
の
と

無
い
の
と
で
は
諸
君
の
活
動
の
自
信
に

大
き
な
違
い
を
生
ず
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
世
の
中
が
だ
ん
だ
ん

と
落
着
い
て
来
ま
し
た
の
で
、
就
職
の

場
合
は
勿
論
の
こ
と
、
い
ろ
い
ろ
の
特

別
な
技
術
試
験
を
受
け
る
場
合
な
ど
に

そ
の
基
礎
資
格
と
し
て
、
高
校
卒
業
程

度
と
い
う
こ
と
が
要
求
さ
れ
つ
つ
あ
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
意
味
で

も
高
校
だ
け
は
是
非
卒
業
し
た
い
も
の

で
す
。
働
き
つ
つ
疲
れ
た
身
体
に
琴
つ

っ
て
、
更
に
勉
学
に
り
っ
こ
と
は
容
易

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

希
望
と
情
熱
と
で
そ
れ
を
踏
み
越
え
う

る
時
期
は
二
度
と
来
な
い
こ
と
を
考
え

て
、
若
い
人
達
は
定
時
制
に
入
学
し
て

下
さ
い
。
入
学
に
関
す
る
詳
し
い
こ
と

は
中
学
校
の
先
生
に
尋
ね
て
下
さ
い
。

一
、
募
集
人
に

　

普
通
陶
程
第
一
学
年
五
十
名

一
、
出
願
手
続

　

O
入
学
願
書
（
大
野
高
等
学
校
へ

　
　

3
求
の
こ
と
）

　

○
学
力
検
定
料
百
拾
円
声
選
抜
料

　
　

六
十
円
を
モ
え
て
出
身
中
学
校
に

　
　

申
込
む
こ
と

　

O
出
4
中
学
校
長
に
て
必
要
書
類

　
　

を
整
え
高
等
学
校
へ
申
込
ん
で
も

　
　

ら
う
こ
と
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市
立
保
育
所
建
設
計
画
成
る

＝
總
工
費
二
四
八
万
円
で
＝

名
称
大
野
市
立
保
育
所

場
所
寺
二
二
八
号
四
二

経
費
一
西
八
万
円
（
但
備
品
費
其
の
他
を
含
む
）

内
国
庫
補
助
四
二
万
円

県
費
補
助
二
一
万
円

規
模
敷
地
坪
数
二
三
一
坪

　
　
　

平
家
立
坏
数
七
六
、
九
六
坪

収
容
人
員
六
〇
名

保
母
三
名
嘱
託
医
一
名
小
使
一
名

着
工
予
定
日
昭
和
三
十
年
三
月
末

竣
工
予
定
日
昭
和
三
十
年
一
八
月
上
旬

中小企業年末融資業種別融資一覧表（12月分）

　　　　区
栗　　　　　　

分
　　　種

申込 貸付 回収 残高

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

機栗 9
　千円
1，650 8 1，350 四

千円
8
　千円
1，350

木材製材業 4 380 3 230 ㎜ か－ 3 230

家具建具製造業 3 200 3 200 四 ㎜ 3 200

食料品製造業 3 　　　250
四－゛－゛‘　　　

100

2 200 － 〃 2 200

その他n／／ 1 1 100 － 四●● 1 100

卸商 3 300 3 300 ㎜
ミ．－ミーミミ●　　　　　

－

3 300

呉服商 4

3

330 3 250 － 3 250

薪炭商 400 3 300 － － 3 300

金物商 2 150 2 150 － ㎜ 2 150

その他小売栗 10 900 7 600 四 －7 600

土建柴 6 625 4 500 ¬まミ － 4

2

500

運輪県 3 500 2 400 － 四 400

自動車修理架 2 170 2 170 ㎜ － 2 170

サービフ・柴 3 18j） 2 120 四 － 2 120

その他 3 130 3 130 －レ 3 130

合計 59 6，26548 5，000 － 四 48 5，000

二月の

農事暦
暦
の
上
で
は
四
日

が
立
春
に
な
っ
て

い
る
が
、
ま
だ
ま

だ
寒
く
雪
も
あ
る

の
で
ヽ
戸
外
の
仕

事
は
少
い
。
農
閑
期
で
も
あ
る
の
で
昨

年
の
反
省
と
併
せ
て
、
本
年
の
計
画
樹

立
に
慧
を
注
ぎ
な
お
各
種
の
座
談
会
、

講
演
会
の
開
催
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
か

ら
、
努
め
て
出
席
し
て
知
見
を
広
め
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

【
作
物
】
下
旬
に
煙
草
を
播
く
か
ら
温

床
の
準
備
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
ビ
ニ
ー

ル
フ
イ
ル
ム
は
紫
外
線
の
透
過
が
よ
い

が
通
風
は
悪
い
。
麦
や
菜
種
な
ど
の
雪

消
し
を
促
進
す
る
た
め
、
下
旬
に
な
つ

て
積
雪
の
表
面
が
ザ
ラ
メ
状
に
な
る
の

を
待
っ
て
、
反
当
十
五
、
六
貫
の
草
木

灰
か
、
な
る
べ
く
乾
い
た
細
土
を
五
、

六
十
貫
を
凍
み
た
朝
撒
布
す
る
と
よ
い

保
温
折
衷
苗
代
モ
の
他
に
使
う
爛
炭
の

用
意
、
油
紙
の
予
約
も
今
月
申
に
是
非

行
っ
て
、
モ
の
場
に
当
っ
て
あ
わ
て
な

い
よ
う
に
す
る
が
よ
い
。

【
疏
菜
】
ナ
ス
、
ト
マ
ト
、
胡
瓜
、
ゴ

ポ
ウ
、
人
蓼
等
春
蒔
疏
菜
類
の
種
子
ば

冬
の
申
に
準
備
し
て
置
く
。
種
子
は
発

芽
率
の
悪
い
の
も
あ
る
か
ら
、
予
め

発
芽
試
験
を
行
う
こ
と
も
よ
い
。

温
床
の
準
備
も
ぼ
つ
ぼ
つ
始
め
た
い
。

苗
場
は
風
の
当
ら
な
い
日
当
り
の
よ
い

所
奎
霧
、
風
除
け
雨
畷
を
造
る
ｙ
効

果
顕
著
で
あ
る
。
苗
床
は
過
度
で
な
い

限
り
高
温
で
通
気
の
よ
い
こ
と
が
望
ま

し
い
か
ら
、
醸
熱
物
を
十
分
踏
込
む
か

電
気
温
床
が
よ
か
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る

　

【
家
畜
の
管
理
】
冬
は
舎
内
に
ば
か
り

い
る
の
で
、
運
動
不
足
に
陥
臼
、
馬
で

は
骨
軟
症
や
腹
痛
に
罹
り
易
く
、
牛
で

は
針
を
呑
ん
だ
り
食
滞
を
起
す
時
期
で

あ
る
。
こ
ん
な
恐
し
い
病
気
を
予
防
す

る
為
に
日
光
浴
や
手
入
を
励
行
し
、
飼

料
の
配
合
に
注
意
す
る
と
共
に
与
え
方

を
規
則
正
し
く
行
っ
て
欲
し
い
、
亦
乾

草
や
埋
草
を
与
え
る
尨
入
R
家
畜
が
健

康
に
な
る
か
ら
、
準
備
の
あ
る
農
家
は

毎
日
忘
れ
ず
に
与
え
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
尚
月
末
か
ら
鶏
の
育
ス
ウ
が
始

ま
る
が
、
未
だ
寒
い
か
ら
温
度
や
湿
度

に
注
意
し
て
健
康
な
良
い
雛
を
育
て
る

必
要
が
あ
る
。

　

（
大
野
地
区
農
業
改
良
普
及
事
務
所
）

大
野
市
管
内

昭
和
二
十
九
年
度
稲

作
病
虫
害
防
除
実
態

二
金
額

一
面
積

計
機
具
代

薬
剤
代

虫
害
病
害

二
七
、
七
五
四
千
円

て
四
八
七
f
円

二
六
、
二
六
七
千
円

Ξ
、
九
九
五
、
二

Ξ
、
六
四
一
町
四
反

内
訳
次
表
の
通
り

所

要

経

費

農薬

水銀粉剤 銅水銀水和剤銅水銀
粉剤

硫酸銅
μラチオン　

孚L剤
ノ｀ミラチオ
y粉剤

BHC

粉剤1％

BHC
粉剤3％

ホリドール粉ウヌ，　

プルン
デルコ

単位 1袋3K 1袋500g 1袋3K IK 1木lOOcc 1袋3K 1袋3K 1袋 1袋 1袋250g

数延 38．385 1，588 9，200 728．5 48 26，024 4，750 14，111 163 3，179 160

単価 240円 140円 24ora 150円 320円 380円 180円 240円 400円 90円 110円

金額 9，212，400222，3202，208，000109，275 15，3609，889，120855，0003，386，640 65，200 286J10 17，600

防除絢具

計 動力噴霧晟 動力撒粉機テュ付人
力噴掘磯

背負噴霧　　　
機
手動撒粉　　　
賎
小計 合計

1台 1合 1合

15 2 240

47、000円 7，000円 3，200

　　　　　i26，267，025 705，000 14，000 768，000 1，487，00027，754，025

各地匪ごとに

成人式を暴行

一
月
十
五
日
全
国

一
斉
に
行
わ
れ
た

成
人
式
は
大
野
市

は
広
範
囲
の
た
め

各
地
区
毎
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

（
写
佩
は
祝
福

を
受
け
て
門
出

す
る
下
庄
地
区

　

の
成
人
諸
氏
）
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友
兼
専
福
寺
の
巻

友
栽
専
福
寺
と
申
し
ま
す
と
、
誰
し
も

思
い
出
す
こ
と
は
、
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
た
大
栓
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

な
る
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
、
目
通
り
が

何
し
ろ
三
十
五
尺
も
あ
る
と
い
い
ま
す

か
ら
篤
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
恐
ら
く

梓
で
は
福
井
県
第
一
で
あ
り
ま
し
よ
っ

樹
齢
は
八
百
年
以
上
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
更
に
専
福
寺
に
つ
い
て
思
い
出
す
こ
と

は
、
明
治
六
年
の
に
巌
騒
動
に
際
し
当

寺
任
戦
闘
順
師
が
護
法
の
た
め
犠
牲
に

な
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
当
時
廃

仁
痢
極
と
い
っ
て
仏
教
か
圧
迫
す
ろ
思

が
が
か
ま
り
、
仏
教
徒
を
刺
戟
す
る
こ

と
容
易
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

信
徒
の
憤
慨
激
怒
は
期
せ
ず
し
て
所
謂

蓑
虫
騒
動
と
な
り
聊
旗
を
抑
ｗ
・
て
大

野
町
に
あ
る
官
署
は
い
う
に
及
ば
ず
、

そ
れ
ら
し
い
家
・
K
－
＾
片
端
か
ら
襲
撃
し
焼

打
を
行
っ
た
の
で
あ
り
・
ま
す
。
そ
の
た

め
名
肖
屋
鉛
台
よ
り
嘸
隊
ま
で
繰
出
す

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

モ
の
時
の
主
謀
肴
の
一
人
が
専
福
寺
住

職
顕
順
師
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

騒
乱
鉛
定
後
順
順
師
は
斬
罪
に
処
さ
れ

た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
罪
は
許
さ

れ
、
｛
ば
そ
の
た
め
ズ
派
な
頌
徳
碑
が

寺
内
に
建
て
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。

こ
れ
も
専
福
寺
と
し
て
忘
れ
ら
れ
ぬ
重

要
事
で
あ
・
り
ま
す
。

以
上
は
新
し
い
出
七
万
あ
り
ま
ず
が

古
き
m
ね
て
見
ま
す
ｙ
専
福
寺
は
今

よ
り
約
七
百
年
前
、
M
田
の
庄
に
草
創

つ
い
で
友
兼
村
に
移
転
さ
れ
た
古
刹
で

あ
り
ま
す
。
開
山
ぱ
顕
恵
上
人
と
申
し

ま
し
て
、
俗
姓
は
源
氏
佐
々
木
高
綱
の

　

一
族
で
あ
り
ま
す
次
郎
だ
衛
門
高
範
で

あ
り
ま
す
。
高
範
は
承
久
三
年
後
鳥
羽

上
皇
の
召
に
応
じ
、
い
わ
ゆ
芯
承
久
の

乱
に
お
い
て
北
条
泰
時
と
戦
い
、
戦
利

あ
ら
ず
一
族
こ
と
c
と
ぐ
戦
死
し
ま
し

た
が
、
高
範
の
が
れ
て
越
前
に
か
く
れ

て
い
ま
し
た
が
、
た
ま
た
ま
高
喬
田

派
の
顕
智
上
人
が
北
国
化
行
に
来
ら
れ

た
の
で
、
高
範
は
こ
れ
に
随
位
し
弟
子

と
な
り
ま
し
た
。
つ
い
で
上
人
よ
り
顕

恵
の
名
を
た
ま
わ
り
、
次
で
専
福
寺
を

草
創
し
開
山
と
な
ら
れ
た
方
で
あ
り
ま

す
。

現
在
の
本
堂
は
慶
長
時
代
の
建
築
で
。

約
三
百
五
十
年
経
過
し
て
い
ま
す
。
「

チ
ョ
ン
ノ
バ
ツ
リ
」
で
モ
の
建
て
方
は

真
宗
寺
院
型
で
な
く
、
禅
宗
寺
院
型
で

一
寸
め
ず
ら
し
い
建
方
で
あ
り
ま
す
。

将
来
古
社
寺
建
築
と
し
て
保
存
さ
る
べ

き
も
の
と
思
い
ま
す
。
専
福
寺
は
古
く

は
佐
々
木
姓
で
あ
り
ま
し
た
が
、
金
森

姓
に
変
っ
た
わ
け
は
、
天
正
二
年
金
森

長
近
が
織
田
信
長
の
命
に
よ
り
大
野
郡

一
向
一
揆
討
伐
の
際
、
長
近
に
味
方
し

大
い
に
功
労
が
あ
っ
た
と
い
う
の
で
広

大
な
寺
領
を
た
ま
わ
る
と
と
も
に
、
金

森
の
姓
を
た
ま
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
で
あ
臼
ま
す
か
ら
、
明
治

の
末
年
頃
ま
で
は
「
金
森
祭
り
の

お
寄
り
」
と
申
し
ま
し
て
、
八
月

十
一
、
十
二
、
十
三
の
三
日
間
、

盛
ん
な
お
祭
り
が
行
わ
れ
、
近
郷

近
在
よ
り
多
数
の
｀
舅
善
女
が
参

詣
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

参
詣
し
た
も
の
に
は
誰
彼
を
問
わ

ず
、
赤
飯
を
振
舞
つ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

ヒ
’
哨
叩
日
J
j
碓
r

城
山
示
山
城
址
）

　
　
　
　

の
巻

大
野
郡
に
も
古
城
趾
が
七
、
八
あ

り
ま
す
が
誰
が
貝
て
も
古
城
趾
ら

し
く
想
わ
せ
る
の
は
、
先
ず
城
山
（
小

山
城
趾
）
で
あ
り
ま
し
よ
う
。
山
顛
を

三
段
程
に
切
開
き
w
一
ま
地
か
設
け
、
い
か

に
も
要
害
ら
し
い
感
を
与
え
る
形
に
し

て
あ
り
ま
す
。
旧
上
良
村
北
御
門
、
医

王
寺
、
森
政
の
間
に
孤
高
バ
ン
居
せ
る

面
積
約
四
万
坪
、
標
高
九
十
二
米
位
の

小
山
で
あ
り
ま
す
。
城
と
い
っ
て
も
山

城
（
ヤ
マ
ジ
ロ
）
で
あ
り
ま
す
か
ら
天

箆
閤
な
ど
は
無
論
あ
り
ま
せ
ん
。
斯
波

煎波
の
家
臣
で
あ
っ
た
千
福
氏
か
二
富
民

が
築
い
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
斯
恥
氏

は
幕
府
の
管
領
職
家
で
、
今
日
で
い
い

ま
す
と
総
理
大
臣
格
の
家
で
あ
り
ま
す

越
前
、
尾
張
、
遠
江
の
三
国
を
領
し
て

い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
地
方
な
ど
へ
は

来
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
千
福
氏
や

二
鴛
瓦
が
代
官
と
し
て
越
前
に
来
て
い

ま
し
た
の
で
。
多
分
こ
の
二
人
の
う
ち

誰
か
が
築
い
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

斯
波
氏
が
朝
倉
氏
に
亡
ぼ
さ
れ
て
よ
り

全
く
の
廃
墟
と
な
り
、
爾
来
星
霜
五
百

年
、
今
は
た
だ
荒
城
の
月
の
み
m
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

L
L
つ
わ
も
の
ど
も
の
夢
の
妁

を
思
わ
せ
る
の
み
で
あ
り
ま

す
。
北
御
門
、
医
王
寺
、
殿

下
屋
敷
、
御
膳
水
池
、
尼
寺

等
何
れ
も
肖
え
の
名
残
か
と

思
い
ま
す
。
近
時
北
御
門
尼

寺
附
近
の
塚
ら
し
い
と
こ
ろ

か
ら
、
経
典
文
字
の
一
字
一

石
か
る
数
に
出
て
来
た
そ
う

で
す
が
、
或
は
小
山
城
に
関

係
あ
あ
豪
族
の
塔
婆
で
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
苗
」
蕉
の
句

塚
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

後
人
の
建
て
た
も
の
で
あ
り

ま
す
が
、
一
た
び
こ
の
附
近

か
通
行
す
る
時
は
誰
し
も
一

度
登
っ
て
見
た
い
ｙ
感
じ
ま

す
。
何
し
ろ
五
百
年
も
の
以
前
の
こ
と

で
あ
り
ま
ず
か
ら
、
頂
上
の
平
地
な
ど

も
草
太
茂
り
往
来
を
妨
げ
て
い
ま
す
が

曽
て
詩
人
西
沢
有
力
が
脊
。
臨
し
「
小
山

城
に
登
る
」
ｙ
題
し
「
亀
山
城
南
百
尺

の
か
、
登
臨
眼
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て

徘
徊
す
、
た
だ
晩
風
客
哀
を
晦
ゆ
る
の

み
」
と
詠
ん
で
い
る
。
如
何
に
も
古
城

趾
ら
し
い
詩
で
あ
り
ま
す
。

歳
末
援
け

合
い
運
動

結果報告

皆
さ
ん
の
温
い
歳
末
の
た
す
け
合
い
運

動
に
よ
り
、
古
新
聞
一
枚
持
ち
よ
り
を

御
依
頼
し
ま
し
た
処
、
左
記
の
様
な
結

果
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
配
分
を
な
し
ま

し
た
。

記

総
貫
一
九
三
貰

　
　
　
　

一
貫
二
〇
円
に
て
買
却

金
参
千
八
百
六
拾
円
也

和
光
園
雑
誌
図
省
二
二
冊

母
子
寮
児
重
図
轡
一
二
冊

日
の
出
児
雷
図
轡
一
八
冊

お
願
い
／

火
災
予
防
は
こ
4
し
て

Qぐ
　取
火

りぐ
　い

ろ
り
　
か
室
ど
　

風
呂
場
な
ど

○ぐ
　電
熱
器
の
類

j
G
　

ス
ト
ー
ブ
　
　

煙
突

幻ぐ
　穴
鉢

Ｄぐ
　こ
た
つ
　
　

あ
ん
か

項
目

―
容
器
や
萱
場
は
不
燃
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と

2
取
友
は
風
の
た
め
に
再
燃
し
た
り
余
熱
で
附
　

近
の
も
の
に
燃
え
う
つ
る
か
ら
注
意
の
こ
と

3
一
寸
庭
先
に
お
く
の
が
危
険
、
二
十
四
時
間
　

は
熱
気
あ
る
か
ら
注
意
の
こ
と

1
焚
火
中
は
必
ず
一
人
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い
　

こ
と

2
睨
え
翁
い
も
の
倒
れ
詰
い
も
の
引
火
し
混
い
　

も
の
は
附
近
に
お
か
ぬ
こ
と

3
跳
ね
火
、
落
火
に
注
意
す
ろ
こ
と

4
焚
恰
萱
場
は
囲
い
を
設
け
い
つ
も
き
れ
い
に
　
し
て
お
く
こ
と

5
長
時
開
式
を
使
用
し
た
と
き
は
屋
根
裏
、
天
　

井
裏
、
そ
の
附
近
を
何
回
も
見
廻
る
こ
と

6
破
損
し
た
と
こ
ろ
は
早
く
修
理
す
る
こ
と

1
検
査
合
格
品
を
使
用
す
る
こ
と

2
朗
憾
性
又
は
不
蛎
性
の
合
上
に
お
い
て
使
用
　
す
る
こ
と

3
＝
1
ド
は
破
損
し
て
い
な
い
か
又
ゴ
ム
の
焦
　

げ
る
臭
い
が
な
い
か

4
附
近
に
ま
燃
え
尨
い
も
の
を
お
か
な
い
こ
と

5
7
イ
ツ
ナ
の
切
り
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
　
　
　
　
　
　
　
（
特
に
停
電
の
と
き
）

1
鉄
板
の
台
上
に
設
け
下
に
空
間
を
つ
く
る
こ

2
構
造
不
備
又
は
破
損
し
た
も
の
は
使
わ
な
い
　
こ
と

3
破
損
箇
所
や
接
目
か
ら
煙
り
や
火
焔
が
も
れ
　

な
い
か

4
堅
、
天
井
、
屋
根
裏
の
接
触
部
は
防
熱
設
備
が
　
完
全
か

1
破
損
し
た
火
鉢
は
使
わ
な
い
こ
と

2
木
製
の
火
鉢
は
底
に
空
間
を
設
け
る
こ
と

3
跳
ね
火
に
注
意
し
附
近
に
燃
え
混
い
も
の
を
　
お
か
ぬ
こ
と

4
大
き
い
火
鉢
に
は
鉄
製
の
萱
を
設
け
て
お
く
　
こ
と

1
完
全
な
金
網
を
設
備
す
る
こ
と

2
炭
火
が
多
す
ぎ
て
布
団
が
焦
げ
な
い
よ
う
に

3
跳
ね
火
に
よ
っ
て
布
団
が
燃
え
る
こ
と
が
な
　
い
か

4
乾
燥
中
の
オ
シ
メ
、
足
袋
な
ど
に
燃
え
う
っ
　
る
こ
と
が
な
い
か

5
外
出
の
と
き
は
布
団
を
室
く
っ
て
お
く
こ
と

注
窓
事
頃
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天気圖の
よみかた

我
・
≪
！
：
の
日
常
生
活
と
早
魚
孤
座
関
係

が
あ
る
天
気
は
、
日
々
の
新
聞
に
「
天

気
図
」
と
し
て
記
載
し
て
あ
る
が
案
外

知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か

次
に
常
識
程
度
の
天
気
図
の
よ
み
か
た

一
に
つ
い
て
記
し
て
み
よ
う
。

天
気
図
と
い
う
の
は
図
面
に
あ
る
時
刻

に
お
け
る
各
地
の
天
気
を
記
入
し
大
気

の
状
態
を
見
易
く
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
天
気
図
を
も
ち
い
て
天
気
予
報
を

行
う
と
こ
ろ
の
根
本
原
理
は
た
と
え
ば

次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

高
気
圧
域
内
で
は
天
気
が
よ
く
。
低
気

圧
域
内
で
は
天
気
が
悪
い
と
い
う
よ
う

に
等
圧
線
の
形
と
天
気
は
啜
按
な
関
係

が
あ
る
。
高
気
圧
、
低
気
圧
は
勝
手
気

ま
x
に
動
く
も
の
で
は
な
く
、
モ
の
移

動
、
発
生
等
に
は
あ
る
程
度
の
規
則
性

が
あ
る
。
昔
か
ら
西
の
空
に
夕
焼
が
す

る
と
天
気
が
よ
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
天
気
は
大
体
西
か
ら
東
に

移
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
高
気
圧
、
低

気
圧
ま
た
は
不
連
続
線
は
他
の
天
気
模

様
に
く
‘
り
べ
て
、
は
る
か
に
規
則
的
で

進
行
方
向
、
速
度
に
も
保
存
性
が
強
い

以
上
の
よ
う
な
規
則
性
か
ら
先
の
こ
と

を
判
断
し
て
予
報
が
出
さ
れ
る
。
し
か

し
モ
の
時
に
色
々
な
条
件
が
関
係
し
て
。

い
る
の
で
天
気
は
す
べ
て
西
か
ら
東
に

移
る
と
は
限
ら
な
い
。

　

上
図
に
あ
る
曲
線
が
等
圧
線
で
あ
っ

て
気
圧
配
置
を
ボ
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
等
圧
線
と
い
う
の
は
同
じ
気

圧
の
所
を
線
で
表
わ
し
た
も
の
で
天
気

図
に
は
ニ
ミ
リ
バ
ー
ル
お
き
の
等
圧
線

で
記
入
さ
れ
て
い
る
。
高
気
圧
と
は
文

字
通
μ
戻
の
高
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
地
域
は
よ
モ
に
比
べ
て
空
気
の
密

度
が
濃
い
た
め
下
向
気
流
が
お
こ
っ
て

天
気
が
よ
く
な
り
、
低
気
圧
は
高
気
圧

の
反
対
で
附
近
に
く
ら
べ
て
気
圧
の
低

い
と
こ
ろ
、
即
ち
讐
恐
直
の
痔
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
上
昇
気
流
が

お
こ
臼
水
蒸
気
を
押
し
上
げ
雲
を
つ
く

る
の
で
、
と
き
に
は
雨
と
な
る
か
ら
天

気
は
悪
い
わ
け
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う

に
高
気
圧
、
低
気
圧
に
よ
っ
て
モ
の
地

方
の
大
体
の
天
候
を
知
る
こ
と
が
出
来

る
が
、
こ
れ
を
更
に
具
体
的
に
表
わ
す

た
め
に
天
気
記
号
が
使
わ
れ
る
。

風
合
ヂ
の
に
地
上
一
〇
米
に
お
け
る

風
速
を
風
力
の
記
号
に
よ
っ
て
表
わ
し

て
い
る
。
天
気
記
号
は
風
力
記
号
に
組

合
わ
さ
れ
て
い
る
。

風
力
記
号
は
矢
印
に
よ
っ
て
一
二
階
級

に
分
た
れ
一
本
毎
に
風
力
が
ま
し
て
ゆ

く
。
七
本
目
か
ら
は
左
側
に
記
入
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
風
向
は
十

六
方
向
に
分
れ
矢
印
の
縦
線
が
風
向
に

従
っ
て
記
入
さ
れ
て
い
泰
か
ら
、
下
方

の
場
合
は
「
北
東
の
風
曇
り
風
三
・
四

米
ト
五
・
二
米
」
と
読
む
事
が
出
来
る

次
に
気
団
で
あ
る
が
、

気
団
と
は
簡
単
に
い
っ
て
大
気
の
塊
で

あ
る
。
大
き
な
も
の
は
水
平
に
何
千
キ

ロ
に
も
お
よ
ぶ
も
の
が
あ
る
。
気
団
は

発
生
場
所
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
違

っ
た
性
質
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
モ
の

土
地
が
ど
の
気
団
に
よ
っ
て
、
お
x
わ

れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
天

気
が
す
っ
か
座
皿
っ
て
し
ま
う
わ
け
だ

た
と
え
ば
日
本
が
夏
む
し
暑
い
の
は
温

暖
m
な
「
小
笠
原
気
団
」
に
お
x
わ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
「
オ
ホ

1
ツ
ダ
海
気
団
」
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の

氷
の
と
け
た
冷
い
気
団
が
海
面
上
に
発

生
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
冷
温
な
る
性

質
を
も
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
梅
雨
期
に

日
本
を
お
き
っ
か
ら
う
t
り
寒
い
湿
っ

だ
天
気
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
夏
や
冬

ば
日
本
附
近
が
、
ほ
ぼ
同
一
な
気
団
に

よ
っ
て
お
ゝ
わ
れ
て
い
る
が
、
春
や
秋

は
違
っ
た
気
団
が
、
か
わ
る
が
わ
る
く

る
の
で
気
温
や
水
蒸
気
圧
の
変
動
が
激

し
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
気
団
の

性
質
は
発
生
地
に
重
要
な
関
係
を
も
っ

も
の
で
あ
る
。
特
に
日
本
の
気
象
に
関

係
の
深
い
気
団
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

互
に
進
路
が
阻
止
さ
れ
進
め
な
く
な
っ

っ
だ
二
つ
の
気
団
が
接
し
て
い
る
と
、

モ
の
間
に
は
多
少
な
り
と
も
は
っ
き
り

と
し
た
境
界
面
が
出
来
る
わ
け
で
あ
る

こ
の
面
を
不
連
続
線
面
と
い
い
不
連
続

線
で
あ
る
。
温
暖
前
線
と
は
冷
い
気
団

の
上
に
暖
い
気
団
が
す
べ
り
の
ぼ
る
場

合
に
出
来
る
不
連
続
線
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
不
連
続
線
が
接
近
す
る
と
き
は

今
ま
で
晴
れ
て
い
た
青
空
に
白
い
上
層

雲
が
ま
ず
現
れ
、
そ
れ
か
ら
次
第
に
雲

が
濃
く
低
く
な
り
、
や
が
て
雨
が
降
り

出
す
。
こ
の
雨
は
持
続
性
で
一
般
に
雨

量
が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
。

m

．
前
線
と
は
冷
い
気
団
が
暖
い
気
団

の
下
に
も
ぐ
り
こ
ん
だ
場
合
に
生
ず
る

も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
瞭
い
気
団
は
強

制
的
に
お
し
上
げ
ら
れ
る
の
で
雲
を
発

生
し
、
ま
た
は
雨
を
伴
う
、
こ
の
時
の

雨
法
眼
前
線
の
場
合
に
反
し
て
し
ゆ

う
雨
性
の
も
の
で
そ
れ
が
激
し
い
と
後

に
は
雷
雨
と
な
り
暗
灰
色
の
積
乱
雲
の

堤
が
お
し
よ
せ
て
く
る
の
で
す
ぐ
わ
か

る
。
ま
た
こ
の
寒
冷
前
線
に
伴
っ
て
突

風
の
吹
く
事
が
多
く
こ
の
前
線
の
通
過

す
る
と
き
は
急
激
に
気
温
が
下
る
。

閉
塞
前
線
と
は
暖
い
気
団
と
冷
い
気

団
が
衝
突
し
、
そ
れ
ぞ
れ
相
手
の
気

団
に
も
ぐ
り
こ
み
ジ
グ
ザ
グ
形
と
な
っ

た
形
、
即
ち
閉
塞
状
態
と
な
っ
た
不
連

続
線
を
い
う
。
こ
れ
は
温
帯
低
気
圧

発
生
の
場
合
に
生
ず
る
も
の
で
こ
の
時

が
低
気
圧
と
し
て
最
盛
期
で
あ
豆
風

雨
も
一
番
激
し
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る

停
滞
前
線
と
は
動
か
な
い
前
線
で
あ
る

が
完
全
に
止
っ
て
い
る
場
合
は
少
く
、

ゆ
っ
く
り
動
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

梅
雨
期
に
は
曇
っ
だ
臼
小
雨
が
降
っ
た

り
し
て
ゆ
う
う
っ
な
天
気
が
続
く
の

は
、
こ
の
前
線
の
作
用
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
梅
雨
前
線
は
停
滞
前
線
で
あ
る

こ
と
が
多
い
。

要
す
る
に
不
連
続
線
が
発
生
し
た
と
き

は
す
べ
て
天
気
が
悪
い
わ
け
で
あ
る

南
洋
気
団

揚
子
江
気
団

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
鼠
団

シ
ベ
リ
ヤ
気
団

小
笠
原
紙
団

名
称

台
風
期
に
あ
ら
わ
れ
る

春
秋
の
頃
に
多
い
、
日
本
に
く
る
に
は
海
洋
を
渡
っ
て
く

る
の
で
変
質
し
て
い
る

特
に
冬
期
に
発
生
し
北
西
季
節
風
に
よ
っ
て
日
本
に
く
る

主
と
し
て
夏
季
節
風
に
よ
っ
て
日
本
に
く
る

特
性

初
夏
の
頃
に
日
本
に
く
る
梅
雨
の
一
つ
の
原
因
と
な
る

昭
和
二
十
九
年
度
山
村
開
登
県
軍
林
道

市
一
一
・

市
●
●
●

市
一
・
一

市
●
一
ｓ

市
s
一
●

－
施
行

主
体

1
水
上
谷

大
矢
戸

五
所
原

荒
嶋
妙
谷 路
線
名

々 か が が

大
野
市
ｆ
恥

施
行
箇
所

下
丁
大
矢
　
戸
大
月
水
落
佐
開
大
字

づ
一
名
・
四
米
四
一
八
丿
呂

百
八
．
八
米

一
瓢
●
八
米

混
一
・
五
米

一
旦
●
四
米

延
長

一
8
｛
｝
、
｛
）
〔
）
〔
）

‘
一
｛
〕
〔
〕
、
｛
）
｛
）
（
）

一
’
一
〔
〕
、
〔
）
〔
）
〔
〕

　
　
　
　
円

一
否
、
（
）
〔
）
〔
〕

工
事
費

一
六
七
、
一
一
呂

一
目
、
呂
〔
）

八
〔
）
、
｛
〕
｛
〕
〔
）

六
〔
｝
、
呂
｛
〕

　
　
　
　
円
六
〔
〕
、
〔
）
〔
）
〔
）

補
助
予
定

風力階級

風力階級
風速l！1秒 状態 風力記号名称

0 o～0．5 煙が室つすぐタ1る ○ 平眩

1 0・．6～0．7岬がかるく1こなぴく「

2 1．8～3．3 衆がそよぐ F 軟風
3 3．4～5．2 小枝がたえず・nくF 和風
4 5．3～7．4 小技が大？fく4・れるF
5 7．5～9．8 £の繁’）だ小技が・

’：ヽにる 「 疾風

6 9．9～12．4傘がむりこ（；ぐたる「 強風

7 12．5＾15．2
夙に向・：）で1．る、y

にくい T
8 15．3ヽ18．2小技が11iれろ T 烈風
9 18．3ヽ21．5岬・ぞがたをれ瓦がとぶT
10 216～251 叫木が・例る i
11 25．2～29．04揖轡が起る 1
12 29．1以上 £－rf■＾ひ，1jく

な心 1「ぐ風
≪
f
e
≪

＠
号

c
t
t

・
両

＠
量

e
a
j

O
％
’
＾

　

4
‘

いE座廸蝕淘

Jさ！涛剃

温．噴前線

　　　　　　

－一一一一－厠冬匍球

が帯助旅

旧
正
月
を
前
に

し
て
一
月
二
十

八
日
行
わ
れ
た

大
野
市
議
会
議

員
選
挙
は
、
折

か
ら
の
悪
天
候

も
当
日
は
か
ら

り
と
晴
れ
て
絶

好
の
投
票
日
和
り
に
恵
ま
れ
た
が
、
氷

占
T
十
五
度
と
云
う
ま
れ
に
見
る
寒
波

に
見
舞
わ
れ
選
挙
の
厳
粛
さ
を
思
わ
せ

る
に
十
二
分
で
あ
っ
た
。
此
処
に
目
出

度
く
新
し
く
三
十
名
の
議
員
が
選
出
せ

ら
れ
田
園
都
市
大
野
市
、
五
ヵ
年
建
設

計
画
に
縦
横
の
活
躍
が
全
市
民
の
要
望

の
上
に
立
っ
て
実
行
さ
れ
る
事
で
あ
り

ま
し
よ
う
。
二
月
三
月
と
相
つ
い
で
衆

参
爾
院
の
選
挙
、
叉
後
に
続
く
選
挙
、

全
く
選
挙
の
年
の
様
で
す
が
あ
く
ま
で

も
厳
正
に
当
っ
て
戴
き
た
い
も
の
で
す

市
報
の
記
事
中
に
各
地
区
の
投
票
率
も

詳
細
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
次
の

選
挙
の
参
考
等
に
し
て
戴
き
た
い
A
思

い
ま
す
。
暦
の
上
で
は
立
春
と
は
な
り

ま
し
た
。
草
″
市
建
設
の
為
に
御
協
力

下
さ
い
ま
し
て
有
意
義
な
る
市
の
建
設

譜
ヘ
ー
般
の
投
轡
を
御
待
ち
致
し
て
居

り
ま
す
。
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